
環境データ（２０２４）

環境データの保証対象について
本資料に掲載している環境データについては、情報の信頼性を確保するため、KPMGあずさ
サステナビリティ株式会社による第三者保証を受けております。保証対象となっている情報
を明確にするため、保証対象とした情報については「☆」を付しています。



CO2排出量について

CO2排出量
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

CO2排出量 5,758 t-CO2 5,453 t-CO2 5,250 t-CO2 5,088 t-CO2 5,113 t-CO2 ☆

Scope別のCO2排出量
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

Scope1 4,307 t-CO２ 4,208 t-CO２ 3,892 t-CO２ 3,789 t-CO２ 4,130 t-CO２ ☆

Scope2 1,451 t-CO２ 1,245 t-CO２ 1,358 t-CO２ 1,298 t-CO２ 984 t-CO２ ☆

Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出（燃料の燃焼、工業プロセス）

   軽油、ガソリン、灯油、都市ガスなど燃料燃焼

Scope2：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
電気、熱（蒸気・温水・冷水）の使用

Scope１とScope2の合計によるCO2排出量

※四捨五入のため、合計値と合わない場合があります。

※上記指標については、2020年度よりKPMGあずさサステナビリティ株式会社の第三者保証を受けております。
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CO2排出量について

Scope別の割合

Scope1

81%

Scope2

19%

軽油

60%

ガソリン

15%

灯油

4%

ガス

2%

電気

19%

CO２排出量
5,113 t-CO2

1億円あたりのt-CO₂
9.0t-CO₂

※四捨五入のため、合計値と合わない場合があります。
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CO2排出量について

エネルギー種別の割合

軽油

74%

ガソリン

19%

灯油

4%
ガス

3%

Scope1

CO２排出量
4,130 t-CO2

電気

100%

Scope2

CO2排出量
984 t-CO2

※四捨五入のため、合計値と合わない場合があります。
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CO2排出量について

バイオ燃料の利用

軽油による排出量

3,054 t-CO2

99.9%

バイオ燃料による削減量

2 t-CO2

0.1%

バイオ燃料によるCO2排出量の削減

CO２排出量
3,055 t-CO2

※四捨五入のため、合計値と合わない場合があります。

軽油の代替燃料と
し て バ イ オ 燃 料
（B100）を使用し
ています。これによ
り、軽油使用由来の
CO2排出量を削減し
ています。

＊ 

＊ バイオ燃料の使用量に軽油の排出係数をかけて算定
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CO2排出量について

再生可能エネルギー電気の利用

電気による排出量

984 t-CO2

84%

再エネによる削減量

192 t-CO2

16%

再エネによるCO2排出量の削減

CO2排出量
1,175 t-CO2

※四捨五入のため、合計値と合わない場合があります。

電気供給会社の再
生可能エネルギープ
ランで電気契約を進
めています。これに
より、電気使用由来
のCO2排出量を削減
しています。

＊ 再生可能エネルギー契約の電気使用量に通常プランの排出係数をかけて算定

＊ 
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CO2排出量について

注記事項

（1）集計範囲について
CO2排出量の集計範囲は、グループ会社を含まない弊社単体としております。また、

施工段階での協力会社が手配した現場事務所及び現場敷地内で使用されるエネルギー
使用に伴うCO2排出量は含めておりません。
協力会社の施工に伴うCO２排出量については、Scope3の集計範囲として算定予定

としております。

 （２）算出方法について
CO2排出量については、「温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度」の排出係数

を用いて算定しています。電気の使用に伴うCO2排出量については 環境省・経済産業
省公表の「電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）」の新
基礎排出係数を用いて算定しています。2023年度までは調整後排出係数を用いて算
定しています。都市ガスの使用に伴うCO2排出量については 同「ガス事業者別排出係
数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）」の基礎排出係数を用いて算定してい
ます。

 （3）算出値の不確実性について
温室効果ガス排出量の定量化は、活動量データの測定、及び排出係数の決定に関す

る不確実性並びに地球温暖化係数の決定に関する科学的不確実性にさらされています。
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廃棄物発生量について

産業廃棄物排出量・リサイクル量

電子交付

13,267枚

紙交付

498枚

マニフェスト
交付数

13,765枚

リサイク

ル量

35,057t

産業廃棄物
38,130t

リサイクル率 91.9％

マニフェスト電子化

電子化率 96.4％







環境データ（２０２４）

［別冊  取り組み事例］



取り組み事例

再生可能エネルギーの導入
2024年4月より、本社・新潟支店社屋、研修センター、新潟建築工事所及び新
潟土木工事所の使用電気において、100％再生可能エネルギーを導入いたしまし
た。
さらに、2025年4月より、当社が直接電力契約をしている全ての常設事務所に
再生可能エネルギーを導入いたしました（全社の常設事務所40箇所のうち計25
箇所。本社・新潟支店管内の11箇所、長野支店管内の4箇所、秋田支店管内の7
箇所、仙台支店管内の3箇所）。なお、残る15箇所は借事務所等であり、オー
ナー様との調整を継続してまいります。
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取り組み事例

バイオ燃料（B100）の使用試験
研修センター専用機械の大型保線機械において、バイオ燃料化の試験を行ってい
ます。使用しているバイオ燃料は、B100と呼ばれ軽油を一切含まず、CO2排出
量を100％削減できるものです。今回のバイオ燃料は、JR東日本グループの株式
会社アトレ様で排出された廃食用油を原材料にしたもので、株式会社JR東日本商
事様を通して供給いただいたものです。
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取り組み事例

現場事務所での
太陽光発電利用

工事用仮設照明へのLED等の
効率化照明の使用

ソーラーパネル付きハウス

バッテリー式重機の使用 作業機材のバッテリー化

充電式背負い型バイブレーター バッテリー式レール穿孔機バッテリー式マイクロバックホウ
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取り組み事例

 ZEB・ZEH-Mの普及促進

2022年７月 ZEBプランナー制度登録
2023年７月 ZEHデベロッパー制度登録

新潟駅南 学生賃貸マンション
「ディークレスト新潟駅南」   BELS（ZEH-M Oriented）の認定を取得

詳細はこちらよりご覧ください。
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https://www.daiichi-kensetsu.co.jp/solution/zeb/


 EV（電気自動車）
の導入

取り組み事例

グリーンカーテン・
    遮光ネットの設置

グリーンカーテン 遮光ネット

現場事務所、休憩所等へのグリーンカーテンや
遮光ネットの設置を推進しています。
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取り組み事例

環境リテラシー向上に向けた取り組み

環境社内報の発行

環境経営の解説動画の制作
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今後の取り組み

18

温室効果ガス排出量Scope3の算定
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